
令和4年度
ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査
研究事業研究発表会

報 告

「肢体不自由教育における遠隔システムを活用した

自立活動の効果的な指導」

兵庫県立神戸特別支援学校 峯松 徹

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

知肢併置校になり、10年目を迎える。肢体不自由教育について、毎年外部講師を招聘
し教職員の専門性向上に向けた研修会を実施してきた。しかし、年1回だけの単発の研
修会になることが多く、継続して同一講師による指導助言をいただく機会が少ない。

肢体不自由クラス担当職員は、肢体不自由学校での勤務経験のない者が多く、
肢体不自由児童生徒の実態把握、授業づくりなどに難しさを感じている。

新型コロナウイルス感染症の影響で外部講師と児童生徒の接触を控えるため、廊下か
らの見学やライブ映像を別室で見学してもらうなどの工夫をして研修会を進めてきた。
（※ライブ映像、音声が途絶えることもあり外部講師に見学してもらうのには不向きであった）。

本校の現状
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肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

本校の児童生徒数（令和4年12月1日現在）

学部 小学部 中学部 高等部

学年 1〜6年 1年 2年 3年 計 1年 2年 3年 計

男 ３４ １０ １３ １０ ３３ １７ １６ ２３ ５６

女 ８ ４ ８ ３ １５ １１ １４ ８ ３３

計 ４２ １４ ２１ １３ ４８ ２８ ３０ ３１ ８９

肢体不自由児童生徒数
小学部5名（肢体5名） 中学部8名（肢体4名 知的3名 訪問1名） 高等部3名（肢体1名 知的2名）
※肢体とは肢体クラス 知的とは知的クラス 訪問とは訪問学級

総計

男 123名

女 56名

計 179名

実施報告（その１）

小学部肢体不自由児童を対象とした自立活動「コミュニケーションなど」の授業改善
橋詰和也教授（武庫川女子大学）を講師として招聘し、来校1回と遠隔システム2回による研修会

6月20日（月）

９月15日（木）

１１月21日（月）

来校指導

遠隔システム（ZOOM）による指導

【キーワード】肢体不自由教育 遠隔システム 自立活動の効果的な指導

②授業改善を行い動画撮影、編集したDVD、指導案を事前に郵送

③授業動画を郵送

➡双方向での意見交換を行い、指導助言を受ける。

※講師のご厚意により、ZOOM（ホスト）を利用させてもらうことになった。

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

①実態表、自立活動の目標、指導案を事前に送付
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実施報告（その２）

中学部肢体不自由生徒を対象にした「身体の動き」の継続指導
兵庫県立障害児者リハビリテーションセンター（あまリハ）PT・OT等を講師に招聘する

9月27日（火）

10月24日（月）

11月7日（月）

来校指導

遠隔システム（ZOOM）による指導

【キーワード】肢体不自由教育 遠隔システム 自立活動の効果的な指導

②指導助言を受けた課題等を動画撮影、編集したDVD、写真を郵送

③動画を郵送
➡双方向での意見交換を行い、指導助言を受ける。

※講師のご厚意により、ZOOM（ホスト）を利用させてもらうことになった。

来校指導

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

①相談シート（写真付き）を事前に郵送

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

講師について

小学部の講師

中学部の講師

橋詰和也教授（武庫川女子大学教育学部）

・以前より本校の肢体不自由教育専門性向上研修の講師として招聘し、本校の実情等も熟知して
いただいている。
・ビデオ分析にもたけておられる方で、授業ごとに課題（授業者と児童）を明確にしていただける。

・令和2年度より、肢体不自由のある児童生徒の「身体の動き」に関する相談先として利用してお
り、 対象生徒の数名はすでに知っていただいている。
・本校からの謝礼等が必要なく、今回のリモートによる相談業務についても、他の医療機関と違い、
医療報酬が発生しない。

兵庫県立障害児者リハビリテーションセンター（あまリハ）PT・OT等
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肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

使用ICT機器

スピーカーフォン

音質を良くする機能だけでなく、
大音量で音声を再生できるパ
ワフルなスピーカーを搭載して
おり、大規模・大人数の会議で
もストレスなくコミュニケーショ
ンが可能（1台で最大8名ま
で）。 パソコン

ビデオカメラ デジカメ
電子黒板

タブレット

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

撮影動画の工夫

児童A
児童B 児童C

MT

STST
ST

電子黒板

教室配置図

4方向から撮影を行い、
児童目線、主指導者目
線、個々の児童の表情
などを多面的に観察で
きるようにした。

３カメ

４カメ

１カメ

2カメ
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肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

実際の撮影場面

３カメ

４カメ

２カメ

１カメ

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

編集し、講師に送った動画

スタート時間を合わ
せ、時間差のないよ
うに「教師の動き、子
どもへの関わり方な
どもわかりやすい。」
の御言葉をいただい
た。

４カメ

３カメ

２カメ

１カメ
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感覚刺激を通した『コミュニケーション』の指導

兵庫県立神戸特別支援学校

小学部 來嶋 剛

事例１
小学部の取組

１ 指導の概要

（１）対象

本校小学部肢体不自由クラス

小学部２～５年生 ４名

「コミュニケーション」に関する全体指導

（２）児童の実態

口頭報告
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２ 指導の様子
第１回目 ６月20日（月）来校指導

２ 指導の様子
第２回目 ９月15日（木）遠隔システムによる指導
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２ 指導の様子
第３回目11月21日（月）遠隔システムによる指導

肢体不自由のある生徒の『身体の動き』の指導

兵庫県立神戸特別支援学校

支援部 柳本いずみ

事例２
中学部の取組
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１ 指導の概要

（１）対象

本校中学部肢体不自由クラス

中学部１～３年生 ４名

「身体の動き」に関する個別指導

（２）生徒の実態

口頭報告

２ 指導の様子
第１回目 ９月２７日（火）来校指導
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２ 指導の様子

第２回目 １０月２４日（月）遠隔システムによる指導

２ 指導の様子
第３回目 １１月７日（月）来校指導
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肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

まとめ 【従来】

自立活動の「コミュニケーション」や「身体の動き」について
は、来校指導を主として展開してきた。

【今回の成果】

自立活動の「コミュニケーション」や「身体の動き」について、

来校指導＋『遠隔システムによる指導』
で実施できる
可能性が見えた！

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

① 感染症対策等で来校者を制限せざるを得ない時

期にも学習の機会を保障できる。また、授業の

改善を図ることにつながる。

② 場を問わずに参加できるため、多様な働き方

（在宅勤務など）を実現できることにつながる。

遠隔システムによる指導の利点
まとめ
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肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

まとめ

遠隔システムによる指導に向けた準備

① 連携先への動画等の事前提供

⇒指導を受けて改善した、その後の様子を動画や写真で撮影し、

あらかじめ送付する。

② ネット環境の確認

⇒連携先に協力を依頼し、

事前にオンラインテストを実施した。

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

まとめ 遠隔システムによる指導の難しさ
① 遠隔システムについて

・動画が止まる。

・声が途切れる。

・見たい、共有したい箇所を細かくポインタで示せない。

② 提供する資料について

・カメラワークにおいて、互いに望む箇所が撮影しきれない。

・相談内容に沿う画像がタイムリーに用意できないと、それぞ

れが「想像」の域を出ないので、関係者間で課題を共有する

に至らない。
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肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

まとめ 今後の課題
～遠隔システムによる指導を日常的に定着させるために～

① 来校指導と遠隔システムによる指導の割合（バランス）。

② 遠隔システムによる指導の際の内容のあり方（可能性）。

③ 人的、環境的な整備の必要性。

（教職員のICT活用指導力の向上）

（時間制限のない遠隔システムの導入）

肢体不自由教育における遠隔システムを活用した自立活動の効果的な指導
兵庫県立神戸特別支援学校

御清聴ありがとうございました。
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パネルディスカッション 

「遠隔による指導を効果的に活用した自立活動及び関係者の連携等について」 
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